様式第０－１号

伝統的建造物群保存地区保存事業補助金申出書

年　　月　　日　

廿　日　市　市　長　様

申出者　住所　　　　　　　　　　　　　　

　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　電話

　私は、廿日市市伝統的建造物群保存地区保存事業補助金交付要綱第4条に基づく事業を行う予定がありますので、申出します
１　対象物件
　　　廿日市市宮島町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　建築物　　　工作物　　　　環境物件　　　(該当するものを○で囲むこと)

２　事業内容

当てはまる部分について、□内にレ点を入れてください。
申出場所の土地及び家屋の所有者について
□　申出者本人である　　　□　本人ではない
□　別にも所有者がいる　　
□　土地又は家屋の所有が申出者ではない
補助事業を実施する予定の旨を近隣（特に家屋等が接している隣家）に説明（同意）をしているか。
□　説明している　□説明していない・今後する予定である。
補助事業を実施する事業者は決まっているか。
□決まっている　□決まっていない
上記で「決まっている」と回答した方、事業に係わる費用について見積もり徴収するなど資金計画が立っているか。
□既に見積もり徴収をしており、融資などの資金計画も考えている
□見積もりは徴収している。
□見積もり徴収していない。






















様式第０－１号記入例

伝統的建造物群保存地区補助事業申出書
事業を行う人の現住所を記入します

令和○年　３月２０日　
認め印
自署の場合は不要

廿　日　市　市　長　様

申出者　住所　廿日市市宮島町○○○番地　　　　　　　　　　　　　

　　　　氏名　廿日市　一郎　　　　　　　　　印
　　　　電話　0829-44-1234

　私は、廿日市市伝統的建造物群保存地区保存事業補助金交付要綱第4条に基づく事業を行う予定がありますので、申出します修理等の事業を行う場所を記入します


１　対象物件
　　　廿日市市宮島町　○○○番地　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　建築物　　　工作物　　　　環境物件　　　(該当するものを○で囲むこと)
今後変更の可能性があれば後日記入
ただし、市の期限までに記入すること。

２　事業内容
当てはまる部分について、□内にレ点を入れてください。
	申出場所の土地及び家屋の所有者について
	□　申出者本人である　　　□　本人ではない
□　別にも所有者がいる　　
□　土地又は家屋の所有が申出者ではない

	補助事業を実施する予定の旨を近隣（特に家屋等が接している隣家）に説明（同意）をしているか。
	[bookmark: _GoBack]□　説明している　□説明していない・今後する予定である。

	補助事業を実施する事業者は決まっているか。
	□決まっている　□決まっていない

	上記で「決まっている」と回答した方、事業に係わる費用について見積もり徴収するなど資金計画が立っているか。
	□既に見積もり徴収をしており、融資などの資金計画も考えている
□見積もりは徴収している。
□見積もり徴収していない。



